
令和７年度 第 1回北竜町部活動地域移行推進協議会会議 議案 

日 時 令和７年８月２７日（木）午後３時～ 場所 公民館 講堂 

 

出 

席 

者 

 

出席：阿部会長、谷本副会長、中村委員、鎌田委員、三好委員、金打委員、山根委員、 

寺嶋委員、市場委員、垣野委員、石井委員、大井委員、藤井委員、松永委員 

欠席：南波委員 

教委：細川課長、岸係長、宮崎係（委員兼） 

協  議  事  項 決  定  事  項 

 

会長挨拶 

 

 １．令和７年度北空知における部活動の 

   実施状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２．デジタル部活動の実証事業報告について 

 

 

 

 

 

 

 

進行：細川課長 

阿部会長挨拶 

挨拶後、会長が進行 

１．岸係長より資料１に基づき説明 

※資料１～北空知部活動等の活動状況 

○昨年度と変わった人もいたので、部活動の 

地域移行の目的や、合同部活動の状況などを 

説明した（委嘱状は机上に配布） 

・山根委員より、野球部は深川中と合同で行 

うことになった。今後も深川中と合同で行 

う予定。 

・三好委員より、女子バレー部については、 

４月まで深川中と合同だったが、４月に入 

り新入部員が加入し深川中単独で試合を 

行えるようになったことから、４月からま 

たチームが変わった。このように北空知の 

中でチームの再編もあることを委員の皆 

様には知っておいてもらいたいので、共有 

した。 

 

２．岸係長より資料２に基づき説明 

 ※資料２～沼田中・北竜中吹奏楽部実証事 

      業 

 ○概要、実施体制、内容について説明 

 ・その後、寺嶋委員から実施後の感想を共有 

  最初は、北竜・沼田バラバラでオンライン 

を繋いで実施したが、学校毎に通信環境 

が違い、反応に時差がありそれが気にな 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．卓球部の地域移行について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．少年団の送迎支援について 

 

ったため、２回目から合同での実施とし 

た（会場は沼田中にした） 

率直な感想としては、日によって講師が違

い、生徒自身の気付きや学びが沢山あった

のと、先生側もこういった指導方法があっ

たと気付くことが出来て良かった。 

  それと要望だが、楽器も生徒と一緒に運 

搬できるようになると嬉しい（今は教師 

の自家用車で）のと、冬期間は町民の農家 

の方で吹奏楽経験者がいるので、そうい 

った人たちにも指導を頼めたら良い。会 

場なども地域移行と言うのであれば、学 

校ではなく公民館などの方が学校のセキ 

ュリティ等を気にしなくて良いので外部 

の人も参加しやすいと思う。 

 ・中村委員より、先日のイベントで吹奏楽部 

  員に演奏してもらう機会があり、演奏の 

レベルが上がっていて、こういった事業   

の効果が出ていると肌で感じた。ぜひ来 

年も何らかの形で続けてあげてほしい。 

  

３．岸係長より口頭で説明 

 ・唯一単独で活動できている中学校卓球部 

について、部活動の他に毎週火曜日の夜 

７時より体育協会の卓球部が練習してい 

るところに混ぜて貰っている現状から、 

火曜日だけでも地域移行できないだろう 

か、今後受け入れ先の体育協会担当者と 

卓球部顧問と委員会で指導方法の擦り合 

わせなどを行っていきたい。 

また、地域おこし協力隊員で卓球経験者 

がおり、９月から毎週金曜日に部活の見 

学等に行く予定。そこでも何かできるこ 

とがあれば模索していく。 

～承認～ 

 

４．岸係長より資料３に基づき説明 

 ※資料３～北竜町各少年団送迎補助事業に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて 

・兼ねてより要望のあった、部活動だけで 

なく、少年団の移動補助について、部活 

動同様送りのみ７月１日から始めた。 

・委託先は妹背牛町の三共ハイヤー有限 

会社。 

  ・野球は水曜日・金曜日、バレーは水～金 

曜日。 

  ・１０月からは地域公共交通が部活動・少 

年団の送りを担うことになる。 

 詳しくは来月開催予定の説明会へ足を 

 運んでいただきたい。 

 

 

５．岸係長より、吹奏楽部のデジタル事業につ 

いては、財源の確保など今後課題がある 

が、岩見沢の教育大との連携なども今後 

検討していく。 

 


